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研究成果の概要（和文）：田辺元の哲学に触発された「媒介」の概念を、フッサールの現象学的分析に適用することに
よって、現象学的分析を単なる客観主義からも主観主義からも解放し、むしろ「媒介」という出来事から出発して主観
的経験と客観的事象との相関を考えることができるということを具体的に示した。とりわけ、本質、時間意識、間主観
性を媒介論的に解釈しえたことが重要な成果である。こうした成果を生かして神経科学者や数学者との共同研究を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：By using the concept of "mediation" inspired by Tanabe Hajime's philosophy, 
phenomenological analyses initiated by Husserl can be liberated from mere objectivism and subjectivism. 
The correlation between subjective experience and objective entity can be addressed through the 
phenomenon of "mediation." An important result is to have shown that essence, time-consciousness, and 
intersubjectivity can be redefined on the basis of the concept of mediation. This result was applied to 
my joint research with neuroscientists and a mathematician.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 フッサール現象学の事象分析、とりわけそ
の犀利かつ精密な分析力は、哲学分野のみな
らず諸科学との交差領域においても様々な
影響力を及ぼしてきた。近年、認知科学や臨
床科学の分野における研究の活発な進展に
伴って、現象学があらためて注目されるに至
っているが（Phenomenology and the Cognitive 
Sciences や Journal of Consciousness Studies 所
収の諸論文などを参照）、現象学が立脚する
「現実」概念の特異性（日常的・自然的見方
との差異）ゆえに、その解釈をめぐってしば
しば混乱が生じていることは否めない。とり
わけ、現象学的記述を単なる「主観的」「内
観的」記述と見なし、「客観的」記述から分
断されたものと見なすならば、現象学的分析
の成果が「内界と外界」といった不毛な対立
図式に押し込められてしまう。このような問
題を払拭し、現象学的分析を科学的研究とよ
り実質的に接合するためには、現象学的記述
の言語そのものを主観主義的な偏向から解
放し、主観的なものと客観的なものとがまさ
しく差異において立ち現われてくる現場へ
と思考を媒介する語り方の工夫が必要とな
ってくるのである。 
 研究代表者は、物理学者・数学者との共同
研究を行うなかで、上記のような現象学の改
鋳の必要性を強く感じるに至った。他方、研
究代表者は、日本の哲学者・田辺元の「絶対
媒介」の哲学に以前から注目してきたが、彼
によって用いられている媒介論的な思考方
法を現象学に適用するならば、上で述べた問
題意識に対応する現象学的思考の転換が図
れるのではないか、という着想に至った。以
上が本研究開始時における背景である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、田辺元における「絶対媒介」の
思想を参照しつつ、「媒介」という発想を現
象学の記述・分析に適用すること、それによ
って現象学を一方的な観念論的解釈から解
放し、諸科学との共同作業をより容易にする
ことを目的としている。 
 フッサールの言う「明証」は、客観的に存
立する「真理」から明確に区別されると同時
に、単に主観的な体験の側に一方的に位置づ
けられるわけでもない。「真理」がわれわれ
に現われるという事態は、そのような主客の
分断に先立つものであり、そのような事態こ
そ「明証」の名で呼ばれる。「主観的なもの」
と「客観的なもの」とが区別されるというこ
との根拠も、この「明証」という事態の内に
ある。この意味で「明証」にはまさに田辺元
が言う「媒介」の性格、すなわち差異化しつ
つ繋ぐという働きが見てとれる。そしてここ
において、フッサールが「明証」に基づいて
規定する「現実」の性格と、田辺が「媒介」
に見てとる「現実」の性格とが重なるのであ
る。この点を最も基本的な洞察として、本研
究は以下の三つのテーマを扱う。 

 (1) 明証と現実 上記のような基本的洞察
をさらに深めることによって、「現実」の概
念を、主体的なものと客体的なものとの媒介
として再解釈する。そこから出発して、通常
単に対比的に捉えられる主観性と客観性を
媒介論的に再解釈する。 
 (2) 時間性と同一性の構成 田辺による
「時間性」の媒介論的解釈を参照して、現象
学的時間論の再定式化を図る。過去と未来と
が切断されつつ結合されるという「転換・媒
介」として現在を解釈し、この点を、現象学
において多様な局面とレベルで分析される
「同一性の構成」の解釈に一貫して適用する。
とりわけ事物の構成、理念的対象（本質）の
構成、自我の自己構成という三つの局面にお
いて媒介論的解釈を徹底し、現象学的構成論
から実体化的固定化を徹底して斥ける。 
 (3) 間主観性 上記二つの研究を基盤とし
て、諸主体の「間主観的」関係を非実体論的・
媒介論的に再解釈する。間主観性を単に「事
実」として前提するならば、その構造を明ら
かにすることはできない。その構造を明らか
にするために、間主観性を個人へと分解して
再び組み直そうとしても、やはり依然として
前提された間主観性をどこかで密輸入しな
いかぎり、生きた間主観性に至ることは不可
能だろう。このような思考停止状態を打破す
るために、媒介論的分析を導入するならば、
個人をも間主観性をも固定的な出発点とし
て前提せずに、媒介的出来事そのものの契機
としてそれらを分析することが可能になる。 
 
３．研究の方法 
 (1) フッサール現象学および田辺哲学のテ
キストに即した具体的な解釈の作業を行っ
た。まず田辺哲学の体系的研究を中心に進め、
その成果を生かしつつフッサール現象学の
諸概念の媒介論的解釈を行い、テキストに即
してそのメリット・デメリットを具体的に検
討した。 
 田辺哲学のテキスト的研究に関しては、中
期田辺哲学の「種の論理」関連論考（全集六・
七巻）の検討を進め、「絶対媒介」の概念の
特性と射程、この時期の解釈の問題点を検討
した。次いで、中期思想の問題点を批判的に
克服したとされる「懺悔道」期の基本思想、
とりわけ「理性の絶対批判」を詳細に検討し
（全集九巻ほか）、「絶対媒介」概念の行為
的・実践的解釈がいかに深化・徹底されたの
かを明らかにすることを試みた。さらに、前
期から後期に至る各年代のテキストから、時
間論に関する論述を取り上げ、踏み込んだ分
析を行った。 
 上記の作業と一部平行しつつ、フッサール
の「明証」、「現実」および「間主観性」概念
の媒介論的解釈を、フッサールのテキストに
即して進めた。フッサール全集Husserliana Bd. 
I, II, III/1-2, VIII, XI, XIII-XV, XXXV, XXXVI; 
Erfahrung und Urteil, Hamburg 1972 などを主
な検討の材料とし、さらに研究代表者が以前



の科研費研究によって行ったフッサール未
公開草稿の研究資料から、明証論関係の重要
資料（A I 31 等）を用いて具体的な検討を行
った。「明証」概念については田辺の「絶対
媒介」概念の研究と関連づけ、「間主観性」
概念については「還相」概念と、「現実」概
念に関しては田辺哲学の行為的・実践的志向
と関連づけて検討を進めた。 
 さらに、田辺哲学の「媒介」概念を参照し
つつ、現象学全般の媒介論的再解釈を行った。
事物的対象、本質、類型、自我、間主観性な
どの主要トピックについて、媒介論的な分析
による再定式化を進めた。 
 (2) 上記のようなテキスト研究の成果を元
に、国内外における各分野・各トピックの専
門研究者との対話・討議を行うことにより、
解釈の成果を吟味し、修正・深化した。①個
別の対話（インターネット［スカイプ］や学
会等を利用した個別の討議）、②小規模な研
究会の開催、③ワークショップ・シンポジウ
ム形式での集中的な討議という三つの形式
を用いた。 
 ①に関しては西郷甲矢人氏（数学）、ピー
ト・ハット氏（物理学・学際研究）、土谷尚
嗣氏（神経科学）、金井良太氏（神経科学）、
山田真希子氏（神経科学・心理学）との対話・
討議を通じて、共同研究を行った。②に関し
ては、北海道大学で、Andrea Altobrando 氏（現
象学）と協力しつつ、Phenomenology and 
Japanese Philosophy という研究会を立ち上げ、
定期的に会合を行った。③に関しては、以前
から協力関係にある板橋勇仁氏、竹花洋佑氏、
杉村靖彦氏、廖欽彬氏、宮野真生子氏といっ
た日本哲学研究者と、「田辺哲学シンポジウ
ム」を立ち上げ、毎年一回研究会を開催した。
また、本研究の成果を多角的に検討するため、
国内外から様々な研究者を招いて講演会・ワ
ークショップを行った。 
 
４．研究成果 
 (1) 田辺哲学のテキスト研究に関しては、
中期哲学の「種の論理」関連論考を精査し、
とりわけその中心課題としての社会存在論、
その帰結としての国家論について、その詳細
な構造を明らかにすることができた。田辺は、
「種の論理」を通して、全体主義をも個人主
義をも批判しうるような社会存在論の構築
を目指しているが、類・種・個の媒介関係に
よって成り立つ社会の構造の要を成すのが、
「国家」であると目されている。そこにおい
ては、「自己否定態」としての種の解釈、「自
己疎外」としての種の直接性の解釈、種の二
重対立性の分析など、田辺の媒介思想の深ま
りが大きく寄与していることが明らかにな
った。そのような田辺の国家論は、やがて挫
折するに至るが、そこでは、前期から田辺哲
学を規定する「悪」の媒介性が忘却されたこ
とが一つの要因と考えられる。「悪」の媒介
性への取り組みの変遷を手がかりとするこ
とによって、田辺の「種の論理」の展開と変

容について解釈することが可能であるとい
うことが明らかとなった。「悪」の問題との
取り組みは、田辺哲学を後期の「懺悔道」哲
学へと転回させるに至る。この懺悔道哲学に
おける「絶対媒介」の思想の徹底を詳細に分
析し、「悪がまさに悪であるままで救済の媒
介となる」という悪の媒介性の思想の徹底し
た帰結を明らかにした。以上の成果は、『思
想』（岩波書店）誌に連載の形で発表した（雑
誌論文③⑨、「懺悔道」哲学については未発
表だが、掲載は決定している）。 
 田辺哲学に関しては、さらに様々なテキス
トに即して「時間論」の検討を行った。田辺
の時間論は、「循環」と「渦流」というイメ
ージを用いつつ、円環的な構造として描かれ
る。さらに田辺は、その構造の中核を成す「現
在」をある種の「切断」として、あるいは「時
間の裂け目」として解釈する。こうした時間
論は、後期の『懺悔道としての哲学』におい
て、懺悔の時間性の解釈へと結実していく。
そこでは、未来と過去が現在において転換相
入するといった多次元的な媒介構造が描き
出されている。こうした時間の媒介構造につ
いては、『日本の哲学』第 16 号などに発表し
た（雑誌論文④）。 
 (2) フッサールの「明証」概念の研究につ
いては、田辺哲学を参照しつつ、フッサール
のいう「明証」を、ある種の「行き止まり」
としてではなく、複数の局面の「間」に現わ
れる転換点・回転軸・跳躍台として解釈した。
すなわち「明証」とは、固定的に確保されう
るものではなく、むしろ「媒介」が首尾よく
果たされたということを意味する。この研究
成果は、同志社大学で行われた日仏共同コロ
キウムで発表した（学会発表⑬）。また、「明
証」として現われる現象の様々な同一的契機
に関しても、それらを媒介の多様な諸形態と
して再解釈することが可能であることがわ
かった。 
 この研究を推し進めることによって、現象
学の様々な主要トピック、すなわち事物的対
象、本質（理念的対象）、類型、自我、間主
観性などを、それぞれ具体的に媒介論的な仕
方で再解釈することができた。これにより、
現象学全体の媒介論的展開がかなりの程度
まで推し進められうるという見通しが得ら
れた。この方向での研究成果は、ハイデガ
ー・フォーラムで発表し、同学会誌に掲載さ
れた論文や、著書『現象学という思考──〈自
明なもの〉の知へ』（筑摩書房）として出版
した（図書④）。 
 フッサールのモナド論、原自我論について
も、媒介論的な再解釈を進めることができ、
その成果を日仏哲学会の学会誌『フランス哲
学・思想研究』に発表した（雑誌論文⑥）。 
 (3) 上記のようなテキスト研究の成果を基
盤として、様々な共同研究を行うことができ
た。まず第一に、以前から進めていた西郷甲
矢人氏（数学）、ピート・ハット氏（物理学、
学際研究）との学際的な共同研究をさらに継



続し、西郷氏とは、現象学と量子物理学・数
学を通して現代における現実概念の転換に
ついて論じた二本の共著論文をほぼ仕上げ
ることができた。この論文には、田辺哲学研
究とそれに触発された現象学の再解釈が大
いに役に立った。これらは現在出版準備中で
ある。 
 2015 年 8 月には、ピート・ハット氏の発案
により、神戸大学で三週間のサマースクール
が行われ、意識の科学的・現象学的研究につ
いて集中的な討議が行われた。これに参加し
た西郷氏と筆者は、土谷尚嗣氏（神経科学）
と、意識の理論をめぐって、統合情報理論と
圏論、現象学の交差領域をめぐる集中的な討
議を行った。この共同研究の成果は、
Neuroscience Research 誌に投稿され、掲載が
決定している（雑誌論文①、in press として
Web 上に公開済み）。土谷氏、西郷氏との共
同研究には、さらに金井良太氏（神経科学）、
山田真希子氏（神経科学、心理学）も加わり、
時間と自己をめぐる学際的研究として継続
中である。 
 (4) 北海道大学に日本学術振興会外国人特
別研究員として所属したAndrea Altobrando氏
とも、現象学、とりわけ「自己」の概念をめ
ぐる共同研究を行った。同氏は日本哲学の研
究も行っており、現象学と日本哲学との公差
領域について、集中的な討議を行った。その
主な場として、Phenomenology and Japanese 
Philosophy という英語による discussion group 
を定期的に開催し、本研究の一環としてのテ
キスト研究の成果についても、多角的に検討
することができた。また、同氏と共同で複数
のワークショップ、研究会を行ったほか、イ
タリア・パドヴァ大学での招待講演（学会発
表⑪）・研究交流も実現した。これらの機会
に、現象学の媒介論的再解釈に関する研究代
表者の試みを、ヘーゲルとドイツ観念論をは
じめとする様々な角度から再検討すること
ができた。 
 (5) 2013 年に北海道大学で、日本哲学の複
数の研究者と「田辺哲学シンポジウム」を立
ち上げ、田辺哲学に関する集中的な討議を行
った。田辺哲学については、これまであまり
多くの研究がなされておらず、研究成果を討
議する場もほとんどなかった。本シンポジウ
ムは、田辺哲学の研究者が一堂に会して田辺
哲学について集中的に議論するはじめての
場となった。第一回シンポジウムは成功を収
め、以後、2014 年（第二回、北海道大学）、
2015 年（第三回、福岡大学）と、毎年開催さ
れ、若手研究者を交えて、集中的な討議と共
同研究を継続している。このシンポジウムに
おいて、研究代表者は毎年本研究の成果の一
部を発表し、田辺哲学研究者による綿密な批
判的検討により、その内容を吟味・修正・改
善することができた（学会発表③⑨⑯）。本
シンポジウムは、今後も継続する予定である。 
 (6) 2015 年 10 月にコペンハーゲン大学教
授・主観性研究センター所長のダン・ザハヴ

ィ氏を招聘し、講演会を開催したほか、ワー
クショップを行い、自己と間主観性に関する
集中的な討議を行った。とりわけ「ミニマル
な自己」の概念、心理学などの成果をも含め
た Einfühlung（empathy）論の解釈、間主観性
と他者の現象学的解釈をめぐって、様々な意
見交換・討論が行われた。これらの討議を通
じて、本研究の媒介論的解釈の成果について
も、あらためて批判的に検討することができ
た。 
 2015 年 11 月には北京大学教授ライナー・
シェーファー氏を招聘し、講演会・研究討論
を行った。同氏とはとりわけヘーゲルの論理
学における否定性と弁証法に関して討議を
行ったほか、ドイツ観念論とその媒介思想全
般について討議を行った。これにより、本研
究における現象学的媒介論の成果を歴史的
文脈の中に位置づけ、その意義やポテンシャ
ルについて検討することができた。 
 2016年2月にはメキシコ国立自治大学准教
授トム・フレーゼ氏を招聘し、連続講演会・
研究討論を行った。同氏とはエナクティヴ・
アプローチをはじめとする認知科学につい
て集中的に討議した。同氏は、本研究の成果
であるいくつかの論考を綿密に検討した上
で、本研究の展開について有益な示唆を与え
てくれた。その討議の成果も踏まえつつ、国
際的学術誌 Constructivist Foundations の特集
号（Froese 氏も共同編集者となっている）に、
エナクティヴィズムに関する  open peer 
commentary を発表することができた（雑誌
論文②）。 
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